
資料紹介

彦　

根　

城　

博　

物　

館　

だ　

よ　

り

　

爽
や
か
な
藍あ

い

色い
ろ

で
絵え

付つ
け

が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
湖こ

東と
う

焼や
き

の

煎せ
ん

茶ち
ゃ

碗わ
ん

で
す
。
湖
東
焼
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
彦
根
で

産
声
を
上
げ
た
や
き
も
の
。
城
下
の
商
人
、
絹き

ぬ

屋や

半は
ん

兵べ

衛え

（
？
～
一
八
六
〇
）
が
創
始
し
、
後
に
彦
根
藩
に

召
し
上
げ
ら
れ
、
井
伊
家
十
二
代
直な

お

亮あ
き

（
一
七
九
四
～

一
八
五
〇
）
と
十
三
代
直な

お

弼す
け

（
一
八
一
五
～
六
〇
）
の
代

に
、
数
々
の
優
品
が
産
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
作
は
、
白は

く

磁じ

に
呉ご

須す

と
い
う
藍
色
の
釉ゆ

う

薬や
く

で
絵
付

を
施
す
染そ

め

付つ
け

の
技
法
で
制
作
さ
れ
、
形
態
や
文
様
は
、

中
国
・
明
代
に
制
作
さ
れ
た
「
祥

し
ょ
ん

瑞ず
い

」
と
い
う
染
付
磁

器
に
倣な

ら

っ
た
表
現
と
な
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
文
様
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
組
み
合
わ
せ
て
配
置
し
た
作
品
で
あ

り
、
胴
の
中
央
の
円
文
様
は
と
り
わ
け
凝
っ
た
表
現
と

な
っ
て
い
ま
す
。
円
の
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
幾
何
学
文

様
の
縁
取
り
を
ほ
ど
こ
し
、
中
に
は
、
馬
に
乗
る
人
物

を
闊か

っ

達た
つ

な
線
で
描
き
込
ん
で
い
ま
す
。口く

ち

縁べ
り

近
く
に
は
、

福
と
寿
の
文
字
が
配
さ
れ
、
い
か
に
も
め
で
た
い
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

祥
瑞
は
、
高
い
技
術
と
良
質
な
材
料
で
制
作
さ
れ
た

や
き
も
の
で
、
古
く
か
ら
日
本
の
茶
人
た
ち
を
中
心
に

愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
作
は
、
鮮
や
か
な
釉
の
色
合

い
や
整
っ
た
形
態
、
精
緻
な
模
様
が
出
色
の
出
来
映
え

を
示
し
て
お
り
、
本
家
の
祥
瑞
に
迫
る
魅
力
を
湛
え
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
奥
田　

晶
子
）

当
館
蔵

106
2014.9.1

湖こ

東と
う

焼や
き　

染そ
め

付つ
け

騎き

馬ば

図ず

煎せ
ん

茶ち
ゃ

碗わ
ん



10 月11 月12 月
６
土

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

「
あ
な
た
の
街
の
歴
史
探
訪

　
　
　
　
　

西
地
区
の
歴
史
」

　「
あ
な
た
の
街
の
歴
史
探
訪

　
　
　
　

高
宮
地
区
の
歴
史
」

古
文
書
の
み
か
た
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
48
回 

彦
根
城
能

　
古
文
書
の
み
か
た
⑧

６
土

　
　

　
　13

土

　
　13

土

　
　20

土
27
土

展

示

案

内

月
９

９月

　

博
物
館
学
芸
員
が
、
彦
根
市
内
の
公
民
館
ご
と
に
地
域
の

　

歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時
・
内
容
・
会
場

　

９
月
６
日
（
土
） 「
西
地
区
の
歴
史
」 　

西
地
区
公
民
館　

９
月
13
日
（
土
） 「
高
宮
地
区
の
歴
史
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

高
宮
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー

　

定
員
各
１
０
０
名

  

＊
各
回
と
も
、
午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で 

 

■
資
料
代 　

各
回
１
０
０
円

 

■
受
講
方
法　

当
日
受
付
（
事
前
申
し
込
み
不
要
。
先
着
順
）

美
術
講
座 

第
１
回

井
伊
家
伝
来
の
美
術
工
芸
品
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。
第
１
回

は
、
井
伊
家
歴
代
当
主
と
大
名
道
具
と
の
関
係
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
ま
す
。

■
内
容
・
日
時
・
会
場

　

第
１
回
「
井
伊
家
伝
来
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
秘
話
」

　

12
月
６
日
（
土
） 

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
30
分
ま
で 

　
　

１
講
「
12
代
当
主
直な
お

亮あ
き

の
買
物
帳
」
学
芸
員 

髙
木 

文
恵

　
　

２
講
「
15
代
当
主
直な

お

忠た
だ

と
紳
士
能
」
学
芸
員 

茨
木 

恵
美

　
　

３
講
「
井
伊
家
歴
代
の
甲
冑
」
学
芸
員 

古
幡 

昇
子

　
　

※
各
講
50
分
ず
つ
行
い
ま
す
。

      

サ
テ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ザ
彦
根

　
　
（
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
彦
根
６
階
／
彦
根
市
大
東
町
）

　

  

定
員
30
名

 

■
資
料
代 　

3
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
彦
根
市
内
の
中
学
生
以
下
は
無
料
）

　
　
　
　
　
　

※
１
講
の
み
受
講
の
場
合
も
同
額

 

■
受
講
方
法　

当
日
受
付
（
事
前
申
し
込
み
不
要
。
先
着
順
）

　

●
●
常
設
展
示
●
●

”
ほ
ん
も
の
“
と
の
出
会
い

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
80
点
あ
ま
り
を
展
示
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

展
示
室
２
～
３
、５
～
６

テーマ展

展
示
室
１

武
家
の
祝
い

　

―
彦
根
藩
の
祝
賀
行
事
―

　

江
戸
時
代
の
人
々
は
、
正
月
、
節
句
、

冠か
ん

婚こ
ん

葬そ
う

祭さ
い

な
ど
生
活
や
人
生
の
節
目
に

お
い
て
、
こ
れ
を
祝
う
、
あ
る
い
は
悼い
た

む
行
事
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
彦
根
藩

で
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
、
参
勤
交
代
で

の
藩
主
の
帰
国
と
出
発
、
歴
代
藩
主
の

遠
忌
な
ど
、
藩
に
と
っ
て
の
節
目
に
も

藩
主
・
藩
士
・
領
民
が
参
加
す
る
行
事

が
催
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
の
行
事
は
、

主
従
関
係
の
確
認
や
支
配
者
側
に
よ
る

権
威
の
誇
示
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

本
展
示
で
は
特
に
、
彦
根
藩
の
武
士

達
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
祝
賀
行
事
に

注
目
し
ま
す
。
彦
根
城
表
御
殿
で
の
藩

士
の
藩
主
へ
の
御お

目め

見み
え

、
藩
主
か
ら
藩

士
へ
の
祝
儀
品
の
下
賜
、
鏡
餅
開
き
な

ど
を
紹
介
し
、
武
家
社
会
の
祝
賀
行
事

に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　

　

彦
根
城
表
御
殿
表
向
絵
図

　

侍
中
由
緒
帳

 8

（火）

催
し美

術
講
座

「
あ
な
た
の
街
の
歴
史
探
訪
」

彦
根
城
博
物
館
出
張
講
座

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10/1 ～休館
8か月程度休館いたします

武家の祝い
－彦根藩の祝賀行事－

８/29～９/30

テーマ展

９
月
20
日
（
土
）　

15
時
30
分
開
演　
（
15
時
開
場
）

　

観
世
流  

能  　
「
田た

村む
ら

」
替
装
束　

浦
田　

保
親

　

大
蔵
流  

狂
言
「
文ふ

み

山や
ま

立だ
ち

」 　
　

 

茂
山　

正
邦

　

観
世
流  

能  　
「
杜

か
き
つ
ば
た若
」
恋
之
舞   

片
山　

伸
吾

■
全
席
指
定　

Ａ
席
（
正
面
席
）　  

５
千
５
百
円

　
　
　
　
　
　

Ｂ
席
（
脇
正
面
席
）　　

  

５
千
円

■
チ
ケ
ッ
ト　

発
売
中

 　

＊
開
演
時
刻
・
演
目
・
出
演
者
等
は
、
都
合
に
よ
り
や
む
な
く
変

        

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 　

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
本
館
受
付
お
よ
び
電
話
に
て
お
求
め
い
た
だ
け
ま

        

す
。

 　

＊
未
就
学
児
の
入
場
は
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

 　

＊
チ
ケ
ッ
ト
を
ご
購
入
の
方
は
、
博
物
館
展
示
を
無
料
で
ご
観
覧

        

い
た
だ
け
ま
す
。（
９
月
20
日
当
日
限
り
有
効
）

第
4 8
回 

彦
根
城
能

（金）
/29

 9/30
～



  

博
物
館
の
所
蔵
資
料

　
～
近
年
の
収
集
資
料
か
ら
～

◆
井い

伊い

直な
お

孝た
か

書か
き

下さ
げ　

江
畑
俊
一
氏
寄
贈

　

井
伊
家
二
代

直
孝
が
家
臣
の

三み

浦う
ら

内な
い

膳ぜ
ん

に
指

示
事
項
を
伝
え

た
書
付
。
旗
本

の
喜
多
見
久
太

夫
へ
送
る
書
面

を
清
書
さ
せ
る

よ
う
に
指
示
し

て
い
ま
す
。
文

案
や
封ふ
う

の
仕
方
を
示
し
、
急
ぐ
よ
う
に
と

伝
え
て
お
り
、
直
孝
か
ら
家
臣
へ
の
指
示

が
具
体
的
に
わ
か
る
好
史
料
で
す
。

◆
雛ひ

な

と
雛ひ

な

道ど
う

具ぐ　

山
岡
勢
津
子
氏
寄
贈

　

男
雛
と
女
雛
、
三
人
官
女
、
雛
道
具
な

ど
が
揃
っ
た
昭
和
時
代
初
期
の
雛
飾
り
一

式
。
雛
人
形
は
、
古こ

今き
ん

雛び
な

と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
目
元
や
口
元
、
髪
の
生
際
な
ど
の

細
部
を
描
き
出
す
柔
ら
か
な
筆
遣
い
に
、

制
作
者
の
確
か

な
技
量
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
雛

道
具
は
、
牡
丹

唐
草
の
文
様
が

施
さ
れ
、
細
部

ま
で
丁
寧
に
作

り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

◆
黒く

ろ

船ふ
ね

絵え

図ず　

澤
田
ス
ミ
氏
寄
贈

　

幕
末
に
ペ

リ
ー
の
艦
隊
が

浦う
ら

賀が

に
来
航
し

た
時
、
彦
根
藩

は
相
模
湾
の
海

岸
警
備
に
従
事

し
て
お
り
、
多

く
の
藩
士
が
ペ

リ
ー
の
黒
船
を

目
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
図
は
黒
船
を
実

際
に
見
た
人
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
彦
根
藩
士
武む

川か
わ

屯た
む
ろ家
伝
来
資
料

の
う
ち
。

◆
湖こ

東と
う

焼や
き 

色い
ろ

絵え

山さ
ん

水す
い

図ず

入い
れ

子こ

酒し
ゅ

盃は
い

・

盃は
い

台だ
い　

井
戸
庄
三
氏
寄
贈

　

湖
東
焼
のさ
か
ず
き

盃
大
小
２
口
と
、
盃は
い

台だ
い

が
揃

い
と
な
っ
た
作
品
で

す
。
絵
付
の
模
様
は
、

江
戸
時
代
に
加
賀
で

焼
か
れ
た
九く

谷た
に

焼や
き

に

倣
い
、
青
や
黄
、
赤

な
ど
の
鮮
や
か
な
色

の
釉
薬
で
山
水
図
を

描
い
て
い
ま
す
。

◆
工
事
に
よ
る
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
◆

　　　　　　
　

彦
根
城
博
物
館
の
建
物
は
、
他

に
例
の
な
い
非
常
に
特
徴
的
な
建

築
物
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
形
の
屋
根
が
複
雑

に
組
み
合
わ
さ
れ
た
重
厚
感
あ
る

建
物
は
、
江
戸
時
代
に
現
在
の
場

所
に
建
っ
て
い
た
彦
根
城お
も
て表

御ご

殿て
ん

の
姿
を
再
現
し
た
も
の
で
す
。

　

表
御
殿
は
、
彦
根
藩
の
本
庁
舎

と
藩
主
の
住
ま
い
を
兼
ね
た
建
物

で
、「
表
向
き
」
の
空
間
で
は
藩

士
が
登
城
し
て
政
務
や
対
面
儀

礼
を
行
い
、「
奥
向
き
」
に
は
藩

主
が
住
ま
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代

初
期
、
彦
根
城
建
設
の
二
期
工
事

（
一
六
一
五
年
～
一
六
二
二
年
頃
）

の
中
で
建
て
ら
れ
、
明
治
初
期
に

取
り
壊
さ
れ
る
ま
で
、
彦
根
藩
政

の
中
核
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
し

た
。

　

表
御
殿
が
明
治
時
代
に
取
り
壊

さ
れ
た
後
、
跡
地
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和

五
〇
年
代
頃
、
表
御
殿
の
復
元
建

築
と
資
料
を
保
管･

展
示
す
る

「
博
物
館
」
の
機
能
と
を
兼
ね
備

え
た
建
物
を
建
設
し
よ
う
と
い
う

機
運
が
高
ま
り
、
調
査
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
発
掘
調
査
で
建
物
の

跡
を
確
認
し
、
絵
図
や
古
写
真
な

ど
の
資
料
も
調
査
し
、
資
料
に
基

づ
い
た
正
確
な
復
元
を
め
ざ
し
ま

し
た
。

　

た
だ
、
文
化
遺
産
を
展
示
・
保

存
す
る
施
設
は
耐
火
構
造
と
す
る

必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
展
示
・
収

蔵
ス
ペ
ー
ス
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
で
外
観
を
復
元
し
、
藩
主
の

居
室
で
あ
っ
た
「
奥
向
き
」
空
間

は
、
伝
統
的
な
木
造
建
築
で
昔
な

が
ら
に
再
現
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
工
夫
に
よ
り
、
表

御
殿
は
博
物
館
と
い
う
新
し
い
機

能
を
備
え
た
施
設
と
し
て
現
代
に

よ
み
が
え
っ
た
の
で
す
。

　

近
年
、
各
地
の
城
郭
で
、
御
殿

や
櫓
・
門
な
ど
が
再
建
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
彦
根
城
表
御
殿
の
復
元

は
そ
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
も
の

で
す
。
博
物
館
の
建
設
は
、
全
国

の
史
跡
保
存
と
活
用
の
方
向
に
影

響
を
与
え
た
大
事
業
で
し
た
。

     　

      　
　
　
（
野
田 

浩
子
）

　

小
連
載

よ
み
が
え
っ
た
表
御
殿
の
外
観

特 集
　

当
館
で
は
、
開
館
以
来
、
江
戸
時
代
の
彦
根
の
歴
史
や
文
化
に
関
わ
る
古
文
書
や

美
術
工
芸
品
を
中
心
に
、
資
料
の
収
集
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

所
蔵
資
料
の
核
は
、
江
戸
時
代
に
代
々
彦
根
藩
主
を
務
め
た
井
伊
家
伝
来
の
大
名

道
具
と
古
文
書
で
す
が
、
地
元
の
旧
家
や
旧
彦
根
藩
士
家
な
ど
か
ら
も
数
多
く
の
資

料
の
寄
贈
や
寄
託
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
ま
た
、
当
館
の
展
示
や
研
究
に
欠
か

せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
こ
れ
ら
の
収
集
資
料
を
順
次
紹
介
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。

10
月
１
日
（
水
）
か
ら
８
か
月
程
度

＊
工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
り
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
開
館
日
は
確
定
し
た
段
階
で
広
報
ひ
こ
ね
や
ホ
ー 

ム
ペ
ー
ジ
な
ど

　

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

＊
講
座
等
は
、
館
外
の
施
設
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
開
催
場
所
は
、
各
講
座
の
お
知
ら
せ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

表お
も
て

御ご

殿て
ん

の
み
ど
こ
ろ
①
　
復
元
さ
れ
た
表
御
殿



 
　

彦
根
藩
井
伊
家
の
軍
装
は
、
当
主
お
よ
び
家
臣
と
も
に
赤
で

統
一
さ
れ
て
い
た
た
め
、「
井
伊
の
赤あ

か

備ぞ
な

え
」
と
し
て
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
井
伊
の
赤
備
え
の
様
相
は
、
甲か

っ

冑ち
ゅ
うや
旗
な
ど

赤
を
基
調
と
し
た
武
具
の
現
存
作
例
を
は
じ
め
、
絵
画
資
料
、

文
献
資
料
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
文
献
資
料
の
う

ち
、
井
伊
家
に
伝
来
し
た
数
種
類
の
軍
法
書
は
、
い
ず
れ
も
慶

長
元
年
（
一
五
九
六
）
の
年
記
を
持
つ
軍
法
を
載
せ
て
い
る
点

が
共
通
し
て
い
ま
す
。
軍
法
書
は
、
軍
法
を
作
成
す
る
に
至
っ

た
経
緯
を
記
し
た
序
文
に
続
き
、
武
具
の
形
態
と
法
度
の
条
文

を
列
記
し
た
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
掲
げ
ら
れ
た
武
具
の
中
に

は
、
赤
備
え
の
武
具
が
散
見
し
ま
す
。
な
お
、
文
中
で
は
、
武

具
は
防
具
類
、
武

器
は
攻
撃
具
を
指

す
単
語
と
し
て
使

用
し
ま
す
。

　

本
稿
は
、
伝
来

す
る
軍
法
書
の
中

で
も
、
江
戸
時
代

前
期
の
承
応
二
年

（
一
六
五
三
）
に

書
写
さ
れ
た
『
正せ

い

諫か
ん

記き

』
の
記
述
に

基
づ
き
、
軍
法
に

規
定
さ
れ
た
赤
備

え
の
武
具
の
種
類

と
形
態
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
現
存
す
る
作
例
と
照
ら
し
合

わ
せ
、
井
伊
の
赤
備
え
の
実
態
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

　
『
正
諫
記
』
に
挙
げ
る
赤
備
え
の
武
具
は
、
以
下
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、（　

 

）
内
は
筆
者
が
補
足
し
た
部
分
で
す
。

①
（
全
部
隊
の
）
旗
や
甲
冑
を
は
じ
め
、
鞍く

ら

や
鐙

あ
ぶ
み

ま
で
赤
く

す
る
。

②
旗は

た

印じ
る
しは
、
絹
四
幅
で
長
さ
は
五
尺
。
赤
地
に
金
で
（
井
伊

家
の
紋
で
あ
る
）
井
の
字
を
表
す
。

③
大お

お

旗は
た

は
、
絹
二
幅
で
長
さ
は
一
丈
、
赤
地
無
紋
。
竿
の
先

端
に
は
、
赤
地
に
八は

ち

幡ま
ん

大だ
い

菩ぼ

薩さ
つ

の
五
字
を
白
で
表
し
た
、

七
尺
の
ひ・

ら・

ひ・

ら・

と
呼
ば
れ
る
旗
を
付
け
る
。

④
小こ

旗は
た

（
旗は

た

指さ
し

物も
の

）
は
、
絹
二
幅
で
長
さ
五
尺
と
し
、
赤
地

に
金
で
そ
れ
ぞ
れ
の
名
を
記
す
。

⑤
足
軽
は
、
指
物
に
赤
地
無
紋
の
細
い
布
を
付
け
た
撓し

な

い
を

三
本
指
す
。

⑥
鉄
砲
大
将
お
よ
び
弓
大
将
の
羽
織
は
茜

あ
か
ね
で
、
弓
大
将
は
後

ろ
に
金
の
丸
を
入
れ
る
。

⑦
鉄
砲
・
弓
以
外
の
物
頭
（
大
将
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
赤
の

着
物
を
着
用
す
る
。

　

右
の
七
つ
の
う
ち
、
①
は
条
文
の
筆
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の

で
、
原
文
に
は
「
大
旗
・
小
旗
・
足
軽
旗
・
甲
冑
の
儀
は
云
う

に
及
ば
ず
、
鞍
・
鐙
ま
で
赤
く
仕
る
べ
き
旨
申
し
付
く
る
の
間
、

こ
の
色
は
後
ま
で
相
違
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
事
」
と
あ
り
、
旗
、

甲
冑
を
は
じ
め
馬
具
ま
で
赤
で
統
一
す
る
こ
と
、
後
世
ま
で
色

を
変
え
な
い
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
す
。
特
に
細
か
な
形
態
の

指
示
は
な
く
、井
伊
の
赤
備
え
全
体
の
様
子
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

②
～
⑥
は
、
旗
や
陣
羽
織
に
つ
い
て
、
赤
地
を
基
調
に
金
な

い
し
白
を
組
み
合
わ
せ
た
色
を
規
定
し
、
さ
ら
に
旗
に
関
し
て

は
、
素
材
や
大
き
さ
ま
で
定
め
た
具
体
的
な
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
⑦
に
関
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
着
物
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
赤
備
え
の
一
つ
と
し
て
問
題
な
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
軍
法
が
定
め
る
赤
備
え
の
武
具
の
形
態
を
現
存
作
例

に
求
め
る
と
、
⑤
の
撓
い
と
形
態
が
不
明
瞭
な
⑦
の
着
物
以
外

は
、
旗
印
や
旗
指
物
、
八
幡
大
菩
薩
の
旗
、
赤
の
陣
羽
織
な
ど
、

記
述
に
ほ
ぼ
則
し
た
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
赤
と
金
の
色
合
わ
せ
を
取
り
入
れ
た
鞍
や
鐙

な
ど
の
馬
具
、
朱し
ゅ

漆う
る
しで
仕
上
げ
ら
れ
た
弓
、
井
伊
家
二
代
直な

お

孝た
か

と
三
代
直な

お

澄す
み

が
所
用
し
た
朱
漆
塗
の
拵

こ
し
ら
えが

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

鞍
と
鐙
は
、
軍
法
で
詳
細
な
規
定
が
な
く
、
弓
と
拵
は
全
く
規

定
が
な
い
も
の
で
す
が
、
赤
備
え
を
意
識
し
た
配
色
と
言
え
ま

す
。
こ
こ
で
、『
正
諫
記
』
に
挙
げ
る
赤
備
え
の
武
具
を
改
め

て
見
る
と
、
武
器
に
関
す
る
記
述
が
一
つ
も
な
い
こ
と
に
気
が

付
き
ま
す
。
管
見
の
限
り
、
赤
で
彩
ら
れ
た
武
器
の
規
定
を
載

せ
る
の
は
、元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
に
直
孝
が
出
し
た
軍
法
で
、

槍や
り

を
取
り
上
げ
て
い
る
の
が
唯
一
の
例
で
す
。
な
お
、
こ
の
軍

法
は
直
孝
以
後
も
当
主
の
交
替
時
に
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
の
も
の

が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
武
具
に
比
べ
、
武
器
を
赤
く
す
る
こ
と
を
定

め
た
規
定
は
限
ら
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
『
正
諫
記
』
所
収

の
軍
法
が
作
成
さ
れ
た
時
期
に
は
、
武
器
を
赤
く
す
る
こ
と
は

想
定
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
時
代
が
下
る
と
、
槍
の
柄
を
赤
と
金
で
彩
色
す
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
、
規
定
の
な
い
拵
や
弓
に
つ
い
て
も
赤
備
え
に
準
じ

た
色
で
仕
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ

る
の
で
す
。

　

以
上
、
赤
備
え
の
武
具
に
つ
い
て
、『
正
諫
記
』
と
現
存
作

例
を
通
じ
て
、
そ
の
種
類
と
形
態
を
確
認
し
て
き
た
結
果
、
規

定
さ
れ
て
い
た
武
具
は
、
甲
冑
と
旗
類
が
多
く
、
武
器
に
関
し

て
は
、
槍
以
外
の
も
の
に
は
赤
と
い
う
縛
り
を
設
け
て
い
な

か
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

赤
備
え
の
武
具
の
全
容
を
知
る
に
は
、
未
だ
検
討
す
べ
き
点

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
資
料
が
持
つ
情
報

を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
で
、
よ

り
明
確
な
赤
備
え
の
軍
勢
が
浮
き
出
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
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